
福島浜通り国際研究教育機構構想私案

永田恭介 （筑波大学）
福島浜通り地域の国際教育研究拠点のあり方有識者
会議日時：2019年9月19日
場所：合同庁舎4号館2F供用第３特別会議室

資料２－３



福島浜通り国際研究教育機構構想案（１）

環境地域創成国際拠点と
関連産業創出
原子炉事故措置国際拠点と
関連（輸出）産業

スマート産業（スマートアグリ、コンパ
クトシティー、また農業6次化など）の
実装拠点、

スポーツ診療・トレーニングおよび高
齢者医療国際拠点と関連健康医療
産業創出

事故への対処から
廃炉
環境改善
防災

ゼロからの復興へ
新たな産業
新たなイノベーション実装



福島浜通り
国際研究教育機構

廃炉研究

原子力工学、ロボット工学、
リスク工学などに関連した
原子炉事故措置国際拠点
として関連（輸出）産業の発
展と関連人材の育成

スポーツ診療・トレーニ
ングおよび高齢者医療
国際拠点として関連健
康医療産業の発展と関
連人材の育成

ウェルネス研究

福島浜通り国際研究教育機構構想案（２）

環境・防災研究

モデル地域として環境
地創成域関連産業とア
イデア実装の場としての
発展と関連人材の育成

スマート農業
研究

バイオマスエネルギー、
s‐agri、コンパクトシ
ティー、また農業6次化

のモデル地域としてイ
ノベーション実装の場
の発展と関連人材の
育成



福島浜通り
国際研究教育機構

原子核工学、デブリ材料
工学、デブリ化学
機械工学、情報工学
など

廃炉研究

原子力工学、ロボット工学、
リスク工学などに関連した
原子炉事故措置国際拠点
として関連（輸出）産業の発
展と関連人材の育成

スポーツ診療・トレーニ
ングおよび高齢者医療
国際拠点として関連健
康医療産業の発展と関
連人材の育成

ウェルネス研究

スポーツ医学、臨床医学（整形外科など）

ヒューマンケア科学（心理カウンセリング、
地域医療、高齢者医療など）
など

福島浜通り国際研究教育機構構想案（３）

環境・防災研究

環境科学、アイソトープ動
態学、大気水循環学など
社会科学、社会工学など

モデル地域として環境
地創成域関連産業とア
イデア実装の場としての
発展と関連人材の育成

スマート農業
研究

バイオマスエネルギー、
s‐agri、コンパクトシ
ティー、また農業6次化

のモデル地域としてイ
ノベーション実装の場
の発展と関連人材の
育成

農学、水産学、畜産学
など

情報学、都市工学、経
営学など







出典）科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会（第102回）資料（H31.3.27）





共同利⽤・共同研究拠点における国際的な研究環境の整備について（意⾒の整理）の概要
（平成29年10⽉27⽇ 科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会）

１．学術研究の国際的な状況
○ 国際共著論⽂数の伸びの停滞を要因として、トップ10%論⽂における我が国の国際シェアが低下（2002/2004年→
2012/2014年︓5.7%→3.3%、順位４位→７位）。また、研究者の国際流動性も不⾜

○ このため、研究⼒の強化に向け、国際化の推進が必要

２．「国際共同利⽤・共同研究拠点（仮称）」制度について
【「国際共同利⽤・共同研究拠点（仮称）」制度の創設】
○ 共同利⽤・共同研究拠点（以下「拠点」という。）には、国際的にも⾼い業績を上げ、国際的な連携・協⼒の窓⼝となって
いる拠点も少なくないことから、拠点が国内外の学術機関の「ハブ」となり、国際共同研究を牽引する機能を強化することが、
研究の国際化を推進する上で効果的

○ ⼀⽅、現⾏の拠点制度は、拠点の卓越した研究資源が国際的に可視化されておらず、また、国際的な研究環境を構築するた
めの体制が⼗分ではない

○ このため、現⾏の拠点制度とは別に、国際的に質の⾼い研究資源を有するとともに、優れた国際協⼒体制を構築する拠点を
「国際共同利⽤・共同研究拠点（仮称）」として認定し、国際的な研究環境を整備するための取組を⽀援する仕組みが必要

【認定の基準】
○ ①国際的にも有⽤な質の⾼い研究資源（施設、設備、資料及びデータ等）を備えていること、②卓越した研究者が在籍する
など、国際的にも中核的な研究施設であること、③外国の研究者に対する⽀援体制が充実していること、④国際的に開かれた
運営体制が構築されていること等を想定。若⼿研究者や博⼠課程の学⽣の国際化など、育成の取組についても確認

【制度的位置付け等】
○ 国公私⽴⼤学を通じた制度とする
○ 認定期間は、現⾏の拠点と同様の取扱いとすることが適当
○ ネットワーク型も認定の対象とすべき

３．今後の推進⽅策
○ 「国際共同利⽤・共同研究拠点（仮称）」について、国際的な研究環境の整備に必要な経費を、国として重点的に⽀援



出典）科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会（第102回）資料（H31.3.27）



福島浜通り
国際研究教育機構

廃炉研究センター

ウェルネス研究センター

福島浜通り国際研究教育機構構想案（４）

環境・防災
研究センター

スマート農業
研究センター

大学・研究機関、産業界、政府・自治体
による全面的な支援と協業



出典）『我が国の研究⼒強化に向けて（平井科学技術政策担当⼤⾂）』
総合科学技術・イノベーション会議（第44回）資料（R1.5.13）



福島浜通り
国際研究教育機構

廃炉研究センター

ウェルネス研究センター

福島浜通り国際研究教育機構構想案（５）
教育拠点形成案

環境・防災
研究センター

スマート農業
研究センター

あるいは

ホスト大学
地域再生学位プログラム（仮称）

A大学教員

B大学教員

C大学教員

D大学教員

ホスト大学教員

「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン」答申（平成30年11月26日）から

研究センター研究員



学⽣が学⼠・修⼠・博⼠・短期⼤学⼠・専⾨職学位といった学位を取得するに当たり、当該学位のレベルと
分野に応じて達成すべき能⼒が明⽰され、それを修得するように体系的に設計された教育プログラム

「学位プログラム」とは

⼤学、⼤学院及び短期⼤学において、⼤学が⾃らの判断で機動性を発揮し、学⽣のニーズや社会の変化に柔
軟かつ機動的に対応した学位プログラムの構築を促進する制度改正

「⼤学設置基準等」の改正

出典）中央教育審議会⼤学分科会（第148回）資料（R1.6.13）



福島浜通り
国際研究教育機構

原子核工学、デブリ材料
工学、デブリ化学
機械工学、情報工学
など

廃炉研究

原子力工学、ロボット工学、
リスク工学などに関連した
原子炉事故措置国際拠点
として関連（輸出）産業の発
展と関連人材の育成

スポーツ診療・トレーニ
ングおよび高齢者医療
国際拠点として関連健
康医療産業の発展と関
連人材の育成

ウェルネス研究

スポーツ医学、臨床医学（整形外科など）

ヒューマンケア科学（心理カウンセリング、
地域医療、高齢者医療など）
など

福島浜通り国際研究教育機構構想（案）

環境・防災研究

環境科学、アイソトープ動
態学、大気水循環学など
社会科学、社会工学など

モデル地域として環境
地創成域関連産業とア
イデア実装の場としての
発展と関連人材の育成

スマート農業
研究

農学、水産学、畜産学
など

情報学、都市工学、経
営学など

バイオマスエネルギー、
s‐agri、コンパクトシ
ティー、また農業6次化

のモデル地域としてイ
ノベーション実装の場
の発展と関連人材の
育成

大学・研究機関、産業界、政府・自治体
による全面的な支援と協業



参考資料



福島浜通り国際研究教育機構構想案（５）
研究センターで行う研究の具体例

最先端の⽣命・認知脳科学及び先端スポーツテクノ
ロジーを導⼊した次世代健康スポーツ科学を推進

筑波⼤学ヒューマン・ハイ・
パフォーマンス先端研究センター

体育系と医学系が連携し、トップアスリートから
⽣活習慣病予防まで総合的なスポーツ医学を提供 HAL®作業⽀援⽤(腰タイプ)

〜作業負荷低減〜

東芝エネルギーシステムズ

⼩型調査ロボット

オールジャパン体制に
よる⻑期的汚染予測や
除染技術の研究など、
放射性物質の環境中移
⾏を総合的に研究

⼤貫敏彦博⼠「⽇本原⼦⼒学会シンポジウム」
（平成27年1⽉31⽇）より改変

担⼦菌類によるセシウムの濃縮






